
私
た
ち
が
め
ざ
す
労
使
関
係

真
面
目
に
働
く
者
が
自
他
と

も
に
正
当
に
報
わ
れ
る
シ
ス

テ
ム
作
り

企
業
内
労
働
組
合
と
し
て

会
社
の
社
会
的
信
頼
と
発
展

が
、
そ
こ
に
働
く
社
員
の
幸

せ
に
直
結
す
る
こ
と
を
土
台

に
、
労
働
条
件
の
向
上
と
労

働
環
境
の
改
善
を
し
っ
か
り

議
論
で
き
る
労
使
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
は
、
当
社
に
と
っ

て
良
い
こ
と
は
有
っ
て
も
悪

い
こ
と
は
な
い
。

会
社
と
の
団
体
交
渉
の
中

で
会
社
側
は
、
よ
く
「
や
る

気
を
引
き
出
す
取
り
組
み
は
、

手
当
だ
け
で
は
無
い
。
各
種

業
務
に
於
け
る
達
成
感
も
あ

る
」
と
頻
繁
に
発
言
し
て
い

る
。

本
春
闘
に
続
く
管
理
者

手
当
等
の
見
直
し
は
、

明
ら
か
な
格
差
拡
大

組
合
と
し
て
は
、
会
社
の

言
う
こ
と
も
大
い
に
理
解
す

る
が
、
頑
張
れ
頑
張
れ
、
あ

り
が
と
、
感
謝
し
ま
す
。
と

の
言
葉
だ
け
で
は
、
前
向
き

な
向
上
心
の
維
持
に
は
限
界

が
あ
る
。
真
面
目
に
働
い
て

い
る
者
が
、
自
他
と
も
に
正

当
に
報
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
作

り
が
大
切
だ
と
考
え
て
る
。

そ
の
為
に
、
多
く
の
場
で
、

真
面
目
に
働
く
者
の
や
る
気

を
引
き
出
す
取
り
組
み
に
つ

い
て
何
度
も
発
言
し
て
い
る
。

そ
の
為
の
一
つ
の
手
段
と
し

て
各
種
手
当
の
充
実
を
訴
え

て
い
る
。

私
た
ち
は
、
職
責
の
重
さ

に
応
じ
た
賃
金
の
格
差
は
、

や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
に
、

あ
る
程
度
は
必
要
だ
と
認
識

し
て
い
る
が
大
切
な
こ
と
は
、

職
責
に
応
じ
た
格
差
は
、
自

他
と
も
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

だ
と
考
え
て
い
る
。

５
月
１
９
日
、
申
５
号
、

申
７
号
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
。

申
５
号
「
諸
労
働
条
件
改

善
の
要
求
に
つ
い
て
」
就
業

関
係
、
賃
金
関
係
、
退
職
関

係
に
関
す
る
１
０
項
目
の
交

渉
に
於
い
て
会
社
側
は
、

「
現
行
制
度
で
妥
当
」
と
の

回
答
に
終
始
し
た
が
、
扶
養

手
当
に
つ
い
て
は
、
前
向
き

に
検
討
中
で
あ
る
こ
と
を
昨

年
に
引
き
続
き
書
面
と
口
頭

で
回
答
し
た
。

組
合：

・
奥
さ
ん
の
扶
養
手

当
よ
り
子
供
の
扶
養
手
当
を

手
厚
く
と
時
代
の
流
れ
で
あ

る
。
・
奥
さ
ん
に
は
社
会
で

貢
献
し
て
ほ
し
い
と
の
社
会

の
要
求
も
あ
る
。
・
管
理
手

当
を
貰
っ
て
い
る
人
は
扶
養

手
当
を
貰
え
な
い
。
扶
養
手

当
と
管
理
手
当
の
相
殺
で
手

当
が
減
る
方
も
い
る
と
聞
く
。

会
社：

基
準
内
賃
金
な
の
で
、

会
社
の
大
き
な
費
用
に
な
っ

て
い
る
。
会
社
も
何
が
良
い

の
か
前
向
き
に
考
え
て
い
る
。

申
７
号
「
今
後
の
賃
金
交

渉
及
び
団
体
交
渉
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」

組
合：

・
日
頃
よ
り
公
平
な

取
り
扱
い
に
感
謝
し
て
い
る
。

・
し
か
し
、
本
申
し
入
れ
は
、

春
闘
に
関
連
し
た
会
社
の
姿

勢
に
つ
い
て
の
確
認
で
あ
る
。

・
本
春
闘
で
東
労
組
に
の
み

定
額
ベ
ア
実
施
を
先
行
し
て

伝
え
た
こ
と
は
、
平
等
性
を

欠
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

会
社：

・
申
し
入
れ
の
内
容

は
理
解
し
て
い
る
。
・
具
体

的
な
申
し
入
れ
に
は
、
誠
実

に
対
応
し
て
い
く
。
こ
れ
ま

で
も
こ
れ
か
ら
も
同
じ
で
あ

る
。

国
鉄
改
革
の
残
滓

５
月
９
日
、
衆
議
院
国
土

交
通
委
員
会
で
斉
藤
洋
明
衆

議
院
議
員
が
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

が
ス
ト
権
を
確
立
し
た
と
の

産
経
新
聞
の
報
道
に
関
連
し
、

Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
加
盟
単
組
へ

の
極
左
暴
力
集
団
・
革
マ
ル

派
の
浸
透
問
題
に
つ
い
て
、

政
府
及
び
、
警
察
庁
に
対
す

る
見
解
を
求
め
た
。

白
川
靖
浩
警
察
庁
長
官
官

房
審
議
官
（
警
備
局
担
当
）

は
「
平
成
８
年
以
降
、
革
マ

ル
派
の
非
公
然
ア
ジ
ト
28
箇

所
を
摘
発
し
た
結
果
、
お
尋

ね
の
労
働
組
合
に
革
マ
ル
派

活
動
家
が
影
響
力
を
行
使
し

う
る
立
場
に
相
当
浸
透
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

の
見
解
に
変
わ
り
は
な
い
」

と
述
べ
た
。
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コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

「夏季手当」（再確認）

支払いの要求について
申６号（２月13日提出）

・基準内賃金の3.2ヶ月分を
６月30日までに支払うこと。

・成績率の適用については、
公正厳格に行うとともに、
人材育成に有効に活用する
こと。

・好調な企業業績を踏まえ、
安全・サービスに更なる投
資を行うこと。

以上

日
時：

平
成
29
年
７
月
10
日

（
月
）
12
時
30
分
か
ら

場
所：

東
京
都田

町
交
通
会
館

議
題：

①
協
約
・
協
定
締
結

に
つ
い
て

②
活
動
報
告
及

び
平
成
29
年
度
運
動
方
針

③
平
成
28
年
度
決
算
・
会
計

報
告
及
び
平
成
29
年
度
予
算

に
つ
い
て

④
そ
の
他

自他ともに

納得のいく賃金を手当を

や
る
気
を
引
き
出
す
と
は
、

「
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
」

第
５
回
定
期
大
会
の
ご
案
内



交
運
労
協
は
、
わ
が
国
の

陸
・
海
・
空
・
観
光
で
働
く

６
５
万
名
の
労
働
者
で
組
織

し
、
公
共
交
通
の
発
展
と
地

域
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
、

持
続
可
能
な
総
合
交
通
体
系

を
構
築
し
、
国
民
の
移
動
と

物
流
を
確
保
す
る
た
め
の
様
々

な
政
策
提
言
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
（
～
略
～
）

交
通
運
輸
産
業
に
と
っ
て
、

安
全
の
確
保
は
最
大
の
使
命

で
あ
り
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
対
象
と
し
て
の

「
乗
り
物
の
シ
ェ
ア
」
に
つ

い
て
は
極
め
て
慎
重
な
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

～
、
現
在
、
検
討
さ
れ
て

い
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
係
る
制
度
見
直
し
に

つ
い
て
、
以
下
の
通
り
要
請

を
行
い
ま
す
～
～

記

①
道
路
運
送
法
に
よ
り
、
安

全
と
利
用
者
利
便
を
担
保
し

て
き
た
経
緯
を
考
慮
す
る
こ

と
な
く
、
自
家
用
車
等
を
利

用
し
た
無
資
格
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
旅
客
運
送
を
認
め
る

こ
と
は
安
全
確
保
の
観
点
か

ら
懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、

犯
罪
お
よ
び
事
故
発
生
時
の

責
任
の
所
在
に
つ
い
て
も
問

題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
貨
物

運
送
も
含
め
た
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
な
ど
「
乗
り
物
シ
ェ
ア
」

と
い
う
安
易
な
規
制
緩
和
政

策
に
反
対
し
ま
す
。

②
「
住
宅
宿
泊
事
業
法
案
」

が
３
月
１
０
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
、
「
場
所
の
シ
ェ
ア
」

と
し
て
民
泊
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
一
定
の
ル
ー
ル
化
が
図

ら
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、

公
衆
衛
生
の
確
保
や
地
域
住

民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
留

意
し
た
ル
ー
ル
づ
く
り
、
無

許
可
で
宿
泊
業
を
営
む
違
法

民
泊
対
策
等
に
取
り
組
む
こ

と
を
求
め
ま
す
。

③
国
は
、
交
通
政
策
基
本
法

に
則
り
、
交
通
が
豊
か
な
国

民
生
活
の
実
現
に
寄
与
す
る

よ
う
、
そ
の
機
能
の
確
保
及

び
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
真
に
持
続
可
能
な
交
通

運
輸
業
の
確
立
に
向
け
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
ま
す
。

２
０
０
５
年
４
月
２
５
日

の
福
知
山
線
列
車
事
故
か
ら

１
２
年
目
を
迎
え
る
４
月
２

５
日
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
主
催

で
「
事
故
を
決
し
て
忘
れ
ず
、

安
全
を
誓
う
集
い
」
が
開
催

さ
れ
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
秋
山

中
央
副
委
員
長
と
池
田
中
央

執
行
委
員
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｒ

西
労
組
の
荻
山
委
員
長
は
、

「
事
故
で
尊
い
命
を
失
わ
れ

た
１
０
７
名
の
御
霊
に
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

お
身
体
や
心
に
大
き
な
傷
を

負
わ
れ
、
今
な
お
苦
し
ん
で

お
ら
れ
る
多
く
の
皆
様
の
一

日
も
早
い
ご
回
復
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
」
と
心
痛
な

面
持
ち
で
語
り
始
め
た
。
ま

た
、
「
安
全
は
組
織
の
枠
を

越
え
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
組
合
側
と
企
業
の

違
い
は
あ
る
が
、
目
指
す
方

向
が
同
じ
で
な
け
れ
ば
安
全

を
最
優
先
す
る
企
業
風
土
は

構
築
で
き
な
い
」
と
参
加
組

合
員
に
訴
え
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合

を
代
表
し
て
松
岡
会
長
は
、

安
全
の
確
立
は
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
重
大
事
故
防
止
・

労
災
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ

し
て
い
く
」
と
運
動
の
実
践

を
求
め
た
。

そ
の
後
『
安
全
を
支
え
る

考
動
と
鉄
道
強
靭
化
』
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

常
務
技
術
理
事
・
構
造
技
術

室
長
の
松
田
氏
よ
り
講
演
を

受
け
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
西
労

組
の
羽
野
業
務
部
長
よ
り

『
安
全
考
動
計
画
２
０
１
７

検
証
ア
ン
ケ
ー
ト
』
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

閉
会
の
挨
拶
で
Ｊ
Ｒ
西
労

組
の
里
内
副
委
員
長
は
「
福

知
山
線
列
車
事
故
か
ら
１
３

回
忌
に
あ
た
り
、
信
楽
高
原

列
車
事
故
か
ら
２
５
年
を
迎

え
る
。
安
全
確
立
の
運
動
は

Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
で
あ
る
」

と
語
り
、
参
加
者
全
員
で
安

全
の
確
立
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
を
誓
い
終
了
し
た
。

集
会
を
終
え
て
、
私
た
ち

は
事
故
現
場
へ
と
赴
き
、
花

を
手
向
け
て
１
０
７
名
の
御

霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
悲
惨
な
事
故
を
起
こ
さ

な
い
こ
と
を
誓
っ
た
。
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５
月
８
～
１
０
日
、
菅
野

中
央
執
行
委
員
長
を
先
頭
に

添
田
仙
台
地
本
事
務
局
長
を

含
む
仙
台
地
本
の
５
名
が
Ｊ

Ｒ
連
合
の
民
主
化
支
援
交
流

と
し
て
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
中

濱
中
央
執
行
委
員
長
を
含
む

６
名
の
中
央
執
行
委
員
と
民

主
化
闘
争
の
現
状
や
今
後
の

課
題
克
復
等
に
つ
い
て
忌
憚

の
な
い
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

◆
仙
台
地
本
よ
り：

・
組
織

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
。

・
国
鉄
採
用
者
の
大
量
退
職

に
伴
う
要
員
逼
迫
、
技
術
継

承
の
遅
れ
。
な
ど

◆
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
よ
り：

・
経
営
状
況
の
厳
し
さ
、
人

口
減
少
。
・
新
幹
線
未
整
備
、

設
備
投
資
の
厳
し
さ
。
・
要

員
逼
迫
。
な
ど

署
名
の
協
力
要
請
（
要
旨
）

内
閣
総
理
大
臣

殿

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
名
の
規
制
緩

和
政
策
に
反
対
し
、
真
に
持
続
可
能
な
交
通
運
輸

産
業
の
確
立
を
求
め
る
署
名
（
交
運
労
協
・
Ｊ
Ｒ
連
合
）

民
主
化
支
援
交
流
in
四
国

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
と
仙
台
地
本
の
組
合
員
が
交
流

事
故
を
決
し
て
忘
れ
ず
安
全
を
誓
う

高知駅前：超有名な３人像

半平太、龍馬、慎太郎、

荻山ＪＲ西労組中央執行委員長

佐
藤
さ
ん
新
た
な
出
発

元
三
鷹
電
車
区
の
佐
藤
久

雄
さ
ん
は
、
５
月
１
日
か
ら

エ
ル
ダ
ー
と
し
て
心
機
一
転

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

４
月
末
、
佐
藤
さ
ん
は
、

故
吉
田
正
良
さ
ん
の
墓
参
り

を
一
番
の
目
的
と
し
て
仙
台

と
福
島
に
降
り
立
ち
仲
間
と

の
懇
親
を
は
か
っ
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
「
年
月
の

経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
あ

れ
か
ら
１
７
年
で
す
。
こ
の

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
故
吉
田
さ
ん
と
多
く
の

仲
間
の
ご
支
援
者
の
お
蔭
で

す
」
と
謝
意
を
述
べ
た
。

仙台地本 事務所


